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儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

石
原
運
輸
（
石
原
裕
士
社
長
、

栃
木
県
下
野
市
）
と
早
川
運
送

（
金
井
巧
社
長
、
山
梨
県
南
ア

ル
プ
ス
市
）
の
加
入
を
承
認
し

た
。

（
佐
々
木
健
）

分
利
益
は
７
１
３
４
万
円
。
特

別
積
立
金
な
ど
に
87
万
円
を
充

て
、
７
０
４
７
万
円
を
今
期
に

繰
り
越
す
。

ま
た
、
新
規
組
合
員
と
し
て

円
、
阪
神
高
速
道
路
は
２
・
３

％
増
の
１
億
３
５
０
０
万
円
、

本
州
四
国
連
絡
橋
高
速
道
路
が

２
・
４
％
増
の
４
２
０
０
万
円

だ
っ
た
。

水
野
理
事
長
は
「
燃
料
高
で

苦
し
い
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
先
の
見
通

せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

現
在
の
組
合
員
は
４
０
５
社
、

発
行
す
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
カ
ー
ド
は
約
２
万
１
千
枚
あ

る
が
、
車
両
制
限
令
の
21
年
度

の
違
反
状
況
は
４
社
４
件
。
17

年
度
の
55
社
69
件
か
ら
大
き
く

減
少
し
て
お
り
、
組
合
各
社
の

協
力
の
成
果
だ
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

決
算
額
は
１
３
１
億
６
３
５

万
円
で
、
経
常
利
益
は
１
５
９

３
万
円
。
純
利
益
を
５
７
２
万

円
と
し
、
前
期
繰
越
金
６
５
６

２
万
円
と
合
わ
せ
た
当
期
未
処

４
・
６
％
増
の
64
億
６
３
０
０

万
円
、
月
次
還
元
額
を
４
・
７

％
増
の
62
億
６
３
０
０
万
円
と

し
た
。
高
速
道
路
別
の
利
用
実

績
は
、
中
日
本
高
速
道
路
が
４

・
０
％
増
の
１
６
７
億
１
３
０

０
万
円
、
首
都
高
速
道
路
は
３

・
０
％
増
の
24
億
７
５
０
０
万

高
速
後
納
利
用

割
引
額
４
％
増

関
運
協

【
東
京
】
関
東
運
送
事
業
協

同
組
合
（
水
野
功
理
事
長
）
は

11
日
の
理
事
会
で
、
事
業
報
告

と
決
算
の
原
案
を
承
認
し
た
。

事
業
報
告
と
決
算
な
ど
の
議
案

は
、
25
日
に
開
催
す
る
総
代
会

に
諮
ら
れ
正
式
に
決
定
す
る


２
０
２
１
年
度
の
高
速
道
路

後
納
利
用
の
全
体
額
は
、
20
年

度
比
３
・
９
％
増
の
１
９
３
億

６
７
０
０
万
円
で
、
割
引
額
は

事
業
計
画
で
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、
独

自
に
の
ぼ
り
旗
を
１
０
０
セ
ッ

ト
用
意
し
会
員
に
配
布
す
る


本
体
の
色
や
記
載
す
る
標
語
を

替
え
、
３
パ
タ
ー
ン
作
る
。
11

月
に
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
23
年
２
月
に
は
安
全
運
転

講
習
会
も
予
定
し
て
い
る
。

（
河
野
元
）

触
れ
、
「
軽
油
価
格
の
高
騰
に

加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
緊

迫
化
に
よ
り
様
々
な
コ
ス
ト
が

上
昇
し
、
厳
し
さ
が
一
層
増
し

て
い
る
。
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

制
も
視
野
に
、
標
準
的
運
賃
の

収
受
へ
粘
り
強
く
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
会
員

に
対
し
て
積
極
的
な
行
動
を
求

め
た
。

山
下
支
部
長
が
「
年
度
初
め

の
こ
の
会
議
で
、
一
堂
に
会
す

る
の
は
３
年
ぶ
り
に
な
る
。
た

だ
、
終
了
後
の
懇
親
の
場
は
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
21
年

度
も
い
く
つ
か
の
行
事
を
縮

小
、
も
し
く
は
中
止
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
ま

だ
完
全
に
は
収
束
し
て
い
な

い
。
一
刻
も
早
い
収
束
を
期
待

す
る
」
と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
経
営
環
境
に
も

【
石
川
】
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
能
登
支
部
（
山
下
洋
介

支
部
長
）
は
２
０
２
２
年
度
も

交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
の
製
作
を

は
じ
め
各
種
事
故
防
止
活
動
に

注
力
す
る
。
13
日
の
全
体
会
議

で
、
事
業
計
画
に
盛
り
込
む
こ

と
を
確
認
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
交
通
安
全

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ
か
、

地
域
社
会
貢
献
活
動
と
し
て

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
の
道
路
清

掃
、
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教

室
、
新
小
学
１
年
生
へ
の
下
敷

き
寄
贈
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

（
星
野
誠
）

が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
完
全
に
収
束

し
、
予
定
通
り
に
活
動
で
き
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
。

た
。
上
田
泰
爾
氏
（
北
勢
運

送
）
、
出
口
玉
樹
氏
（
出
口
運

送
）
の
両
副
支
部
長
も
留
任
し

た
。中

川
氏
は
「
ま
た
２
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
今
回
も

懇
親
会
を
行
わ
な
い
総
会
と
な

っ
た
。
県
下
の
各
支
部
も
含
め

恒
例
行
事
を
思
う
よ
う
に
開
催

で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

で
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
い
、
中
川
支
部
長
（
77
、

北
進
運
輸
）
の
続
投
を
決
め

【
三
重
】
三
重
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
桑
員
支
部
（
中
川
進
治

支
部
長
）
は
13
日
の
支
部
総
会

て
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
よ
う
」
と
呼
び

掛
け
た
。

事
業
計
画
に
は
①
交
通
安
全

の
確
保
②
環
境
対
策
③
輸
送
秩

序
の
確
立
④
政
令
指
定
都
市
に

お
け
る
効
率
的
輸
送
の
推
進
⑤

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
道
路
清
掃



を
重
点
事
業
に
挙
げ
た
ま
た


一
般
、
特
積
、
事
故
防
止
対
策

の
各
部
会
を
通
じ
清
掃
活
動


運
行
管
理
者
業
務
研
究
会
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
す

る
。

（
原
田
洋
一
）

で
、
「
政
府
が
施
す
政
策
の
効

果
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
労

働
環
境
の
改
善
、
安
全
対
策
と

い
っ
た
従
来
の
課
題
も
山
積
し

て
い
る
」
と
指
摘
。
「
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
業
種
と
し

２
０
２
２
年
度
の
第
４
四
半
期

（
23
年
１
～
３
月
）
分
の
会
費

免
除
を
決
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

21
年
度
の
事
業
を
一
部
中
止
す

る
な
ど
変
更
が
生
じ
、
予
算
支

出
が
減
少
し
た
た
め
、
会
員
の

負
担
軽
減
を
図
る
。

併
せ
て
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
い
、
正
副
支
部

長
ほ
か
全
員
を
再
任
し
た
。

黒
沼
支
部
長
は
燃
料
価
格
の

高
止
ま
り
が
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の

喫
緊
の
課
題
と
強
調
し
た
上

【
新
潟
】
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
新
潟
支
部
（
黒
沼
仁
志

支
部
長
）
は
12
日
の
総
会
で
、

題
が
来
る
荷
物
は
あ
っ
て
も


人
や
車
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
」

と
し
、
矢
野
教
授
の
講
演
を
参

考
に
将
来
を
見
据
え
る
よ
う
求

め
た
。

矢
野
氏
は
「
先
を
読
ん
だ
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
へ
の
改
革
～
２

０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
」
を

テ
ー
マ
に
、
物
流
産
業
と
物
流

シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
革

点
に
つ
い
て
整
理
。
３
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
文
芸

春
秋
１
０
０
周
年
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
に
自
身
が
登
壇
し
、
説
明

し
た
内
容
と
重
ね
合
わ
せ
な
が

ら
課
題
解
決
策
を
示
唆
し
た


（
河
野
元
）

算
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
し
て
会
員

に
配
布
し
た
」
と
入
手
困
難
に

な
る
前
の
対
応
を
改
め
て
報

告
。そ

の
上
で
、
経
営
を
取
り
巻

く
情
勢
に
触
れ
、
「
現
在
は
燃

料
価
格
の
高
騰
が
一
番
の
課
題

だ
が
、
そ
の
次
に
必
ず
労
務
問

児
教
授
を
講
師
に
招
き
、
研
修

会
も
行
っ
た
。

山
田
支
部
長
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
21
年
度
行
事
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
未
消
化
の
予

【
石
川
】
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
金
沢
第
１
支
部
（
山
田

秀
一
支
部
長
）
は
13
日
、
全
体

会
議
を
開
き
、
２
０
２
２
年
度

の
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認

し
た
。
併
せ
て
、
流
通
経
済
大

学
流
通
情
報
学
部
長
の
矢
野
裕

ン
）
と
働
き
方
改
革
の
推
進
を

取
り
上
げ
る
。
21
年
度
か
ら
の

継
続
だ
が
、
更
に
深
く
掘
り
下

げ
、
自
社
の
対
応
に
落
と
し
込

む
。
13
日
の
全
体
会
議
で
方
針

を
確
認
し
た
。

吉
田
部
会
長
が
21
年
６
月
に

部
会
代
表
に
就
任
し
た
後
、
全

て
の
部
会
員
事
業
所
を
訪
問
し

た
こ
と
を
改
め
て
報
告
。
そ
こ

で
安
全
教
育
の
必
要
性
を
実
感

し
た
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い

た
テ
ー
マ
で
あ
る
Ｄ
Ｘ
な
ど
か

ら
変
更
し
、
１
回
目
の
研
修
で

は
事
故
防
止
対
策
を
取
り
上
げ

た
。
２
回
目
に
関
し
て
は
デ
ジ

タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
の
有
効
活
用

法
を
学
ん
だ
。

吉
田
氏
は
「
昨
年
度
の
経
験

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
併
用
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
も
十

分
、
勉
強
で
き
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
『
２
０
２
４
年
問
題
』

が
迫
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
を
乗

り
越
え
れ
ば
、
会
社
を
続
け
ら

れ
る
は
ず
。
そ
の
た
め
の
知
識

を
習
得
す
る
場
が
青
年
組
織
。

有
益
な
研
修
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
表
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
活
動
で
は
、
加

賀
飛
脚
の
再
現
事
業
、
全
国
及

び
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
参
加
を

予
定
し
て
い
る
。
（
河
野
元
）

【
石
川
】
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
青
年
部
会
（
吉
田
章
部

会
長
）
は
２
０
２
２
年
度
の
研

修
テ
ー
マ
で
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

を
始
め
た
の
で
は
な
く
、
従
来

の
企
業
活
動
と
社
会
貢
献
、
従

業
員
の
満
足
度
を
目
指
し
た
施

策
全
て
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
説
明
し
、
「
先

陣
を
切
っ
て
始
め
た
が
業
界
で

周
知
し
、
大
き
な
取
り
組
み
に

広
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
佐
々
木
健
）

聞
か
れ
た
の
が
発
端
。
何
も
し

て
い
な
い
と
『
取
引
で
き
な

い
』
と
言
わ
れ
る
可
能
性
を
考

え
、
着
手
し
た
」
と
話
す
。

同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
新
し
い
こ
と

経
緯
を
「
昨
年
、
顧
客
か
ら
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

対
応
し
て
い
る
。

渡
邉
社
長
は
キ
ッ
ク
オ
フ
の

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
目
標
と
し

て
①
環
境
に
配
慮
し
た
資
材
の

使
用
②
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続

可
能
性
）
パ
ッ
ケ
ー
ジ
③
エ
コ

物
流


を
挙
げ
る
。
梱
包
で

使
う
資
材
は
以
前
か
ら
、
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
の
化
学
物
質
規

制
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
（
ロ
ー
ズ
）
指
令

に
準
拠
し
、
有
害
物
質
を
含
ま

な
い
も
の
を
使
用
。
再
資
源
化

が
可
能
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
使
い
、
取
引
先
の
要

望
に
応
じ
て
資
材
の
回
収
・
再

利
用
を
進
め
、
環
境
保
全
と
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
対
応
す
る
。

更
に
、
働
き
が
い
重
視
の
労

務
管
理
と
教
育
研
修
制
度
、
福

祉
法
人
後
援
な
ど
の
社
会
貢
献

活
動
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
に

会
を
開
き
、
環
境
と
社
会
へ
の

貢
献
を
宣
言
し
た
。
キ
ッ
ク
オ

フ
に
当
た
り
、
２
０
３
０
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
公
認
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
古
小
路
勝
利
氏
を
招
き
、
同

社
の
企
業
活
動
が
、
ど
の
よ
う

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
連
し
て
い
る

か
精
査
し
た
。

大
会
で
は
、
大
網
梱
包
グ
ル

ー
プ
で
取
得
し
た
品
質
の
国
際

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
環
境

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
、
事
業

継
続
管
理
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
３
０

１
な
ど
の
認
証
規
格
や
Ｇ
マ
ー

ク
（
安
全
性
優
良
事
業
所
認

定
）
、
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
該
当
す
る
も
の
を
従

業
員
に
示
し
た
。

同
社
で
は
、
事
業
戦
略
で
Ｓ

【
東
京
】
大
網
梱
包
（
渡
邉

和
雄
社
長
、
東
京
都
瑞
穂
町
）

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
的
な
開
発

目
標
）
に
対
応
し
た
経
営
方
針

を
策
定
し
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
「
環
境
に
配
慮
し
た
資
材
に

よ
る
梱
包
設
計
」
「
梱
包
資
材

の
３
Ｒ
（
削
減
、
リ
サ
イ
ク

ル
、
再
利
用
）
に
よ
る
エ
コ
物

流
」
の
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。
上
場
企
業
中
心
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
が
増
え
る

中
、
大
網
梱
包
は
自
社
方
針
を

明
確
化
す
る
こ
と
で
、
取
引
先

や
地
域
社
会
、
従
業
員
と
そ
の

家
族
か
ら
の
信
頼
を
確
か
な
も

の
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

る
。４

月
23
日
に
キ
ッ
ク
オ
フ
大

を
開
催
す
る
ほ
か
、
「
ト
ラ
ッ

ク
の
日
」
に
は
伊
勢
市
内
な
ど

で
清
掃
活
動
を
実
施
す
る
。

（
星
野
誠
）

輸
）
が
入
り
、
羽
山
博
康
副
支

部
長
（
83
、
羽
山
流
通
）
は
留

任
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
８

月
と
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
定
例
会

選
で
は
、
退
任
す
る
南
支
部
長

（
71
、
ミ
ナ
ミ
運
輸
）
の
後
任

に
酒
徳
茂
副
支
部
長
（
66
、
三

重
近
物
通
運
）
を
選
出
し
た
。

副
支
部
長
は
、
酒
徳
氏
の
後

任
に
尾
中
忠
秀
氏
（
67
、
寿
運

【
三
重
】
三
重
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
南
勢
支
部
（
南
英
雄
支

部
長
）
は
13
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
書

面
に
よ
る
総
会
決
議
を
行
っ

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

掛
け
た
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
２

０
２
４
年
問
題
』
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
物
流
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
が
続
く
と
聞
い
て
い

る
が
、
当
社
で
も
事
業
内
容
を

精
査
し
な
が
ら
共
に
乗
り
越

え
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
方
々
と

成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

式
典
に
は
荷
主
や
物
流
事
業

者
が
多
く
参
加
し
、
同
セ
ン
タ

ー
の
竣
工
を
祝
福
し
た
。
豊
福

組
運
輸
の
恒
川
社
長
は
「
大
福

が
セ
ン
タ
ー
を
完
成
で
き
た
の

は
、
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

い
た
方
を
筆
頭
に
、
様
々
な
人

の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝

し
て
い
る
。
今
後
も
一
層
襟
を

正
し
、
皆
の
た
め
に
な
る
事
業

推
進
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
く

の
で
見
守
っ
て
欲
し
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

当
た
り
10
～
15
便
の
入
出
庫
を

見
込
ん
で
い
る
。

同
日
の
竣
工
式
で
、
糟
谷
社

長
は
「
11
年
前
の
創
業
以
来
、

同
業
他
社
の
方
か
ら
刺
激
を
受

け
、
い
ず
れ
は
自
社
の
物
流
セ

ン
タ
ー
を
持
ち
た
い
と
の
思
い

で
業
務
に
励
ん
で
き
た
。
３
、

４
年
前
か
ら
物
流
拠
点
を
探
す

中
で
様
々
な
方
に
相
談
し
、
縁

あ
っ
て
こ
の
地
に
セ
ン
タ
ー
を

竣
工
で
き
た
今
日
を
ス
タ
ー
ト

に
、
今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

荷
主
を
代
表
し
て
、
ア
ス
ト

（
林
裕
之
社
長
、
大
阪
市
中
央

区
）
西
日
本
物
流
部
の
樋
口
守

部
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
当
初
は
、
我
々
が
主
力
と

す
る
家
庭
紙
な
ど
が
大
変
な
状

況
の
中
で
、
色
々
と
ご
苦
労
を

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
効
率
化

の
追
求
に
向
け
て
自
動
ラ
ッ
ク

を
導
入
ま
た
作
業
者
の
快
適

さ
や
熱
中
症
予
防
と
い
っ
た
働

く
環
境
に
配
慮
し
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
に
は
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
の

排
熱
レ
ス
＆
フ
ロ
ン
レ
ス
ス
ポ

ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
「
Ｐ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ｣

を
取
り
付
け
た


敷
地
面
積
は
８
９
０
０
平
方

㍍
、
延
べ
床
面
積
は
４
４
０
０

平
方
㍍
で
、
庫
内
の
一
部
に
２

階
部
分
を
置
く
鉄
骨
造
り
平
屋

建
て
。
搬
入
と
搬
出
を
東
西
方

向
に
分
離
し
て
運
用
面
の
最
適

化
を
図
る
と
と
も
に
、
海
上
コ

ン
テ
ナ
用
バ
ー
ス
も
備
え
て
様

々
な
貨
物
に
対
応
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
る
。

給
油
施
設
と
洗
車
場
に
加

え
、
セ
ン
タ
ー
横
に
は
営
業
所

を
設
置
。
運
用
開
始
後
は
１
日

支
部
長
候
補
に
土
屋
氏

▼
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
目

黒
支
部
は
13
日
、
総
会
と
理
事

会
を
開
き
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
、
土
屋
秀
明
支
部

長
（
73
、
自
由
ヶ
丘
運
送
）
を

支
部
長
候
補
に
選
任
し
た
。
６

月
に
開
催
さ
れ
る
本
部
理
事
会

で
承
認
さ
れ
れ
ば
、
正
式
に
決

ま
り
、
土
屋
氏
は
４
期
目
に
入

る
。
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
・

監
事
の
選
任
、
２
０
２
２
年
度

予
算
な
ど
を
承
認
し
た
。

（
面
担

明
石
衛
）

【
愛
知
】
豊
福
組
運
輸
（
恒
川
浩
一
社
長
、
名
古
屋
市
中
川
区
）
グ
ル
ー
プ

の
大
福
（
糟
谷
信
宏
社
長
、
同
）
は
14
日
、
愛
知
県
東
海
市
に
東
海
物
流
セ
ン

タ
ー
を
竣
工
さ
せ
た
。
大
福
の
入
出
庫
拠
点
と
し
て
一
般
雑
貨
な
ど
を
扱
う
グ

ル
ー
プ
初
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
５
月
下
旬
か
ら
荷
物
の
受
け
入
れ
を
開
始
し


６
月
１
日
か
ら
の
本
稼
働
を
目
指
す
。

（
梅
本
誠
治
）

キ
ッ
ク
オ
フ
で
「
従
来
の
施

策
全
て
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
渡
邉
社
長

事故防止活動に注力

石ト協能登支部

のぼり旗を独自製作

搬
入
と
搬
出
を
東
西
方
向
に
分
離

三
ト
協
南
勢
支
部

支
部
長
に
酒
徳
氏

桑
員
支
部

中
川
支
部
長
が
続
投

四
半
期
分
の
会
費
免
除

新
ト
協

新
潟
支
部

正
副
支
部
長
を
再
任

物
流
産
業
の
変
革
点

金

沢

第
１
支
部

矢
野
流
経
大
教
授
が
講
演

大網梱包

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
向
け
キ
ッ
ク
オ
フ

自
動
ラ
ッ
ク
を
導
入

来月本稼働 愛知･東海で竣工

大 福

た
。今

回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
に
配
慮
し
、
表
彰

式
は
中
止
し
た
。
代
わ
り
に
地

元
紙
の
14
日
付
朝
刊
で
結
果
を

公
表
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
部
門
の
特
別
表
彰

と
最
優
秀
賞
は
次
の
各
事
業

所
。〈

特
別
表
彰
〉
川
上
陸
送
▽

小
泉
運
輸
松
本
▽
真
田
陸
送
▽

長
野
通
運
▽
平
沢
運
輸
飯
田
営

業
所
▽
北
安
陸
送

〈
最
優
秀
賞
〉
ア
ー
ト
梱
包

運
輸
▽
更
埴
貨
物
自
動
車
▽
三

鱗
運
送
▽
信
州
運
送
▽
諏
訪
貨

物
自
動
車
▽
高
島
運
輸
▽
南
信

貨
物
自
動
車
▽
パ
ワ
ー
ド
・
エ

ル
・
コ
ム
▽
竜
峡
自
動
車

（
原
田
洋
一
）

【
長
野
】
長
野
県
警
、
長
野

運
輸
支
局
、
県
内
の
事
業
用
自

動
車
運
送
団
体
な
ど
で
構
成
す

る
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
事
故
防
止

コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
（
藤

沢
秀
敬
委
員
長
）
は
13
日
、
２

０
２
１
年
の
取
り
組
み
結
果
を

発
表
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
バ
ス


タ
ク
シ
ー
の
各
業
界
か
ら
計
７

０
５
事
業
所
が
参
加
。
ト
ラ
ッ

ク
部
門
に
は
５
３
０
事
業
所
が

出
場
し
、
３
年
連
続
で
の
最
優

秀
賞
に
贈
ら
れ
る
特
別
表
彰
に

は
６
事
業
所
が
輝
い
た
。

７
月
か
ら
半
年
間
実
施
し
た

も
の
で
、
全
体
で
22
事
業
所
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
こ
の
う
ち


ト
ラ
ッ
ク
は
15
事
業
所
だ
っ

長野事故防止コン

特別表彰に６事業所 ト
ラ
ッ
ク
部
門

「
支
部
行
事
を
予
定
通
り
開

催
し
た
い
」
と
中
川
支
部
長

「
車
限
令
違
反
者
が
減
少
し

た
の
は
組
合
各
社
の
協
力
の

成
果
」
と
水
野
理
事
長

「
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
よ
う
」
と
黒

沼
支
部
長

「
標
準
的
運
賃
の
収
受
へ
粘

り
強
く
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
山
下
支
部
長

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
キ
ッ

ト
を
購
入
し
て
会
員
に
配
布

し
た
」
と
山
田
支
部
長

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
研

修
で
も
十
分
、
学
べ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
吉
田
部
会

長 ＤＸ研修

更に深く掘り下げ

青年部会
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